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で縦横無尽に筆は走る。 舘脇さんを意識して簡単な レシピを工夫されたのでは

さて，コンブの偉大な力は理解できたが，毎日食べる ないかと思えてしまうほどである。ただ舘脇さんは 2

ためには工夫が要る。そのあたりを心得た舘脇さんは， 年前に退官され，本書は専ら夫人に活用されているこ

第3章をどさんこのク ッキングキャスター星淳幸子さん とだろう 。

に託している。テ レビ番組でも活躍中の星i撃さんオリジ 本年 3月に定年を迎えた私は，南国伊豆から三陸へ

ナルのコンブ料理からコンブおやつまで 20例ほど，そ 移り単身生活を続けることになった。これまでは舘脇

してコンブを上手に使うコツなどが約50ページにわたっ さんから送られる日高昆布を専ら消費していたのだ

て紹介されているが， 1例ごとに見開き 2ページの右側 が，三陵の海にはコンブが自生している。本警はコン

に出来上がりのイラストと 4人分の材料，左側に作り方 ブの産地で単身生活を送る私へのまたとない贈り物と

とひとくちメモというように整理されているので，本書 なったのだが，舘脇さんは，幸せな臨海生活を支えて

は本邦初 (もちろん世界で最初)の大変重宝なコンブ専 くれた全国民への感謝の気持を本書に託されたのであ

用クッキンク'ブックということにもなる。 ろう 。同じ臨海 トリオに属する神戸大の榎本さんは

食欲をそそる墨絵風のイラストの下に記された材料 284 f重からなるfi瀬戸内海海産藻類標本集J150部刊行

は入手しやすいものばかり，作り方も手順が 2 ~ 5 段 という壮挙をとげられたが，同じ気持からだったはず

階，ひとくちメ モは数行という構成なので，これなら である。本書は北海道内限定販売とのことだが，国内

男性でもコンブ料理が楽しめる。舘脇さんは室蘭の北 に広く読者を得て，国民の健康維持に活用されること

大海藻研究施設長としての単身生活の間にも毎日きち が，臨海トリオ全員の願いでも ある。

んとコンブを食べておられたので，星深さんはそんな 横波康縫(志津川町自然環境活用センター)
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